
概要1

設立経緯と活動目的等2
■設立経緯(平成21年6月設立)
　平成21年まで大分県主催の総合型クラブの連絡会がありましたが、SC全国ネットワーク(総合型地域スポーツ
クラブ連絡協議会)の設立を受け、県内クラブのネットワーク化を望む声が大きくなってきました。そこで県内クラ
ブの有志が集まり県や県体育協会のサポートもいただきながら、SCおおいたネットワーク(大分県総合型地域スポー
ツクラブ連絡協議会)が設立されました。

■連絡協議会の活動目的・理念・ビジョン
　県内各クラブの主体性にもとづきクラブ間のネットワーク化を図り、魅力あるクラブづくりを促進するとともに、
多くの地域住民がクラブライフを通して「健康・生きがいづくり、地域づくりに寄与する」ことを目的としています。

■組織体制
　役員会(会長、県下6ブロック[地区]選出の理事で構成)が中心となり、活動内容を検討しています。また、
事務局をSCおおいたネットワーク会長の所属クラブに置き、自立した運営を行っています。さらに、県広域スポー
ツセンター、県体育協会との3者会議(約2か月に１回開催)があり、年間を通して3団体が連携できるような体制
となっています。

全県クラブ交流会について3
(1)目的
・県内クラブ関係者間の交流促進
・県民に対する総合型クラブの周知
・県内プロスポーツ団体との連携促進
　＊毎年11月23日に全県クラブ交流会を実施しています。

(2)参加状況
平成25年度：24クラブ(加盟40クラブ)、クラブ会員ではない県民の参加もあり、約600名が参加

■年 会 費
■事業内容

■年間予算(平成25年度)

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

年間5,000円／ 1クラブ　※加盟クラブ数：40クラブ(県内42クラブ)
①クラブマネジャー研修会(県内6ブロック[地区])
②クラブ選手権大会
③研修会･講習会
④県民体育大会広報出店
⑤全県クラブ交流会

項 目

会 費

事 業 収 入

助 成 金

合 計

金　額

200,000円

175,000円

70,000円

445,000円

内　訳

5,000円×40クラブ

交流会における広告協賛費

県体育協会助成金

ＳＣおおいたネットワーク(大分県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会)
～自立した連絡協議会を運営！！～
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連絡先5
SCおおいたネットワーク事務局(NPO法人923みんなんクラブ)
〒872-1401　大分県国東市国見町伊美2225-1  
TEL ／ FAX：0978-75-4027
E-mail：a923minnanclub@yahoo.co.jp

今後の展望4
　平成25年度より今後の組織運営のあり方等を検討する「組織整備検討部会」を設け、SCおおいたネットワークの
将来像(5年後、10年後)について検討しています。直近の課題はSCおおいたネットワークの「法人化」です。法
人化により行政からの事業受託や物販や地域資源のネットワーク化(各クラブの地域特産品の集積・販売や、クラ
ブが使用できる研修施設や県内イベント等情報の紹介)等の取り組みを行い、SCおおいたネットワークの財政基盤
の安定化を目指し、さらには県内クラブの財源確保にも結び付けたいと考えています。

(SCおおいたネットワーク 会長 丸山順道）

(3) 工夫している点
運営面：実行委員会を設置し、各クラブから1名の実行委員を選出し運営にあたります。

　　経費面：各クラブが交流会のプログラムに広告協賛（地域の企業等）を依頼し、その広告協賛費を経費に充て
ています。また、地域の特産物を各クラブが販売できるバザー「いいもん市場」を実施し、その売り
上げをクラブの資金に充当できるようにしています。「いいもん市場」は、参加者にも好評で売り上げ
も伸びています。さらに、県内プロスポーツ団体からグッズの提供を受け、参加者全員で抽選会を行
うことによりプロスポーツを身近に感じていただくようにしています。その際には、プロスポーツ団体
からの選手等による広報も行えるようにしています。

＜行政からの支援について＞
本交流会は県民総合体育館で実施していますが、使用料を免除していただいています。また、当日
は県体育協会や県広域スポーツセンターから来賓もお越しいただきます。

(4)成果
　会員間の交流は、もとよりクラブ会員ではない県民の方への良いアピールとなっています。実施種目によって
は、県内の各種目の競技団体等から指導者派遣を依頼していることから、競技団体とクラブとの交流が生まれ、
クラブのスポーツ教室へ指導者を派遣することなどにつながっています。例えば、障がい者スポーツ協会に卓
球バレーやフライングディスクの指導をお願いしていますが、各クラブで指導の要請が増えるなど障がい者との
交流会が広がっています。

(5)他の協議会へのアドバイス
　交流会のスタンスは、県内クラブのみんなで作り上げるものとしていますので、事務局の負担が少なく、継
続性があると思います。

クラブ対抗玉入れ アトラクション 集合写真

県民体育大会の出店の様子

交流会の
様子


